
不
登
校
対
策
の
柱

問は
、
第
一
に
不
登
校
を
生

ま
な
い
学
校
づ
く
り
、
第

二
に
不
登
校
に
な
っ
た
児

童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

へ
の
支
援
が
重
要
だ
。

子
ど
も
が
不
登
校
に
な

っ
た
時
に
、
保
護
者
が
ど

う
受
け
止
め
、
ど
う
支
え

て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い

う
基
本
方
向
に
つ
い
て
、

学
校
と
の
間
で
認
識
を
共

有
で
き
な
い
、
ど
う
か
す

る
と

「
あ
な
た
の
育
て

、

方
が
悪
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
指
摘
を
一
方

的
に
受
け
る
こ
と
も
あ
る

と
聞
く
。

昨
年
３
月
、
文
部
科
学

省
か
ら
「
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に

向
け
た
不
登
校
対
策
『
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
』
が

発
表
さ
れ
た
。

①
不
登
校
の
児
童
生
徒

全
て
の
学
び
の
場
を
確
保

し
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
を
整

え
る
、

②
心
の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
見
逃
さ
ず

「
チ
ー
ム

、

学
校
」
で
支
援
す
る
、

③
学
校
の
風
土
の
「
見

え
る
化
」
を
通
じ
て
、
学

校
を
「
み
ん
な
が
安
心
し

」

、

て
学
べ
る
場
所

に
す
る

の
３
点
が
目
指
す
姿
と
し

て
示
さ
れ
た
。

本
市
の
児
童
生
徒
の
不

登
校
者
数
と
主
な
理
由
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。

文
科
省
で
は
、

教
育
長

病
気
や
経
済
的
理
由
以
外

で
年
間

日
以
上
欠
席
し

30

た
児
童
生
徒
を
集
計
し
て

い
る
。

本
市
の
令
和
５
年
度
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

小
学
校
で
は

人
で
前
年

75

度
よ
り

人
増
加
、
中
学

24

校
で
は
１
６
６
人
で
同
26

人
増
加
し
て
い
る
。

全
児
童
生
徒
数
に
占
め

る
割
合
は
、
小
学
校
で
は

１
・

％
、
中
学
校
で
は

39

５
・

％
で
あ
る
。

62
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
度
と
の
比
較
で
、
小
学

校
は

人
増
、
中
学
校
で

49
人
増
と
な
っ
て
お
り
、

69対
応
に
つ
い
て
は
大
き
な

課
題
だ
。

不
登
校
の
理
由
と
し

、

、

て

県
教
委
の
調
査
で
は

不
登
校
の
主
た
る
理
由
が

多
い
も
の
か
ら

「
無
気

、

、

」

、

力

不
安

が

・
６
％

44

「
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、

遊
び
、
非
行
」
が

・
６

21

％

「
家
庭
の
生
活
態
度

、
の
急
激
な
変
化
」
が
６
・

８
％
、

中
学
校
で
は

「
無
気

、

、

」

、

力

不
安

が

・
２
％

51

「
人
間
関
係
」
が
９
・
６

％

「
学
業
不
振
」
が
７

、
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ

の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
不

登
校
を
生
ま
な
い
学
校
づ

く
り
が
大
切
だ
。
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֐
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６
月

日
に
開
会
し
た
県
議
会
６
月

18

定
例
会
が
７
月
５
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
特
徴
を
報
告
し
ま
す
。

▽
補
正
予
算
総
額
３
億
６
２
０
０
万
円

介
護
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
。
災
害
支
援
者
用
ト
イ
レ
。
市
町

村
の
ク
マ
被
害
防
止
対
策
。
農
業
団
体

の
高
温
対
策
栽
培
技
術
の
実
証
等
。

▽
福
島
第
一
原
発
事
故
で
山
形
県
が
東

電
に
お
こ
な
っ
て
い
る
損
害
賠
償
請
求

の
一
部
和
解
あ
っ
せ
ん
の
申
し
立
て
。

▽
健
康
保
険
証
廃
止
の
延
期
を
求
め
る

請
願
：
県
政
ク
ラ
ブ
提
案
、
石
川涉

議

員
賛
成
討
論
、
自
公
反
対
で
不
採
択
。

▽
議
員
発
議
意
見
書

①
鳥
獣
被
害
対

策
：
自
民
提
案
で
全
会
一
致
採
択
。
②

子
育
て
基
本
条
例
に
虐
待
防
止
条
項
を

加
え
る
：
県
政
ク
ラ
ブ
提
案
、
石
川涉

、

。

議
員
賛
成
討
論

自
公
反
対
で
不
採
択

③
笑
い
条
例
：
自
民
提
案
、
関
徹
反
対

討
論
。
自
公
賛
成
で
採
択
。

▽
海
外
視
察
の
承
認

７
月
６
～

日
13

に
５
人

自
（

民
３
、
県

政
２
）
派

遣
の
計
画

書
提
案
、

関
が
議
運

で
質
問
求

め
る
が
認

め
ら
れ
ず
。
本
会
議
で
共
産
党
の
み
反

対
。

▽
自
民
党
代
表
質
問

知
事
と
自
民
党

が
新
幹
線
米
沢
ト
ン
ネ
ル
実
現
で
協
力

関
係
を
ア
ピ
ー
ル
。
共
産
党
除
く
超
党

派
議
員
連
盟
発
足
。
総
工
費
１
５
０
０

億
円
、
効
果
は
短
縮
時
間

分
、
完
成

10

ま
で

年
。
費
用
対
効
果
を
満
た
さ
な

15

い
事
業
を
厳
し
く
質
し
ま
す
。

▽
関
の
予
算
特
別
委
質
問
は
後
日
。

☆
自
民
党
の
悪
政
と
戦
い
、
吉
村
県
政

の
良
い
面
伸
ば
し
、
問
題
点
正
す
、
県

議
団
の
役
割
が
改
め
て
明
ら
か
に
。

県
議

関

徹
）

（
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、

６
月
６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で

日
本
共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
が
、
①
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
数
と
理
由
ど
う
把
握

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

問ン
で
は
主
な
取
組
と
し

て
、
不
登
校
特
例
校
や
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
促
進
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
は
、
マ
リ
カ
の

中
に
適
応
指
導
教
室
「
お

あ
し
す
」
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
利
用
者
数
と
支
援

体
制
、
今
後
の
増
設
は
検

討
し
て
い
な
い
か

適
応
指
導
教
室

教
育
長

「
お
あ
し
す
」
の
昨
年
度

利
用
者
数
は
、
一
日
で
も

利
用
し
た
人
を
含
め

人
12

で
あ
る
。

「
お
あ
し
す
」
支
援
体
制
・
増
設
検
討
は

９
人
の
教
育
相
談
員
が

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

支
援
の
内
容
は
、
学
習

支
援
と
通
級
生
同
士
の
人

間
関
係
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
軽
運
動
、
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
、
社
会
性
を
育
む

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

る
。保

護
者
と
の
定
期
的
な

面
談
も
実
施
し
て
い
る
。

毎
月
の
通
級
状
況
に
つ

い
て
、
学
校
へ
の
報
告
や

在
籍
校
の
教
職
員
に
よ
る

通
級
指
導
教
室
へ
の
訪
問

も
行
っ
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

利
用
者
数
の
現
状
を
み

る
と
、
教
室
の
増
設
は
検

討
し
て
い
な
い
。

一
人
一
台
端
末
を
利
用

し
た
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
、
生
徒
や
保
護
者

と
相
談
し
て
行
っ
て
い

る
。教

室
に
行
け
な
い
児
童

生
徒
に
対
応
し
、
県
費
で

学
習
指
導
員
が
小
学
校
２

校
、
中
学
校
３
校
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。

毎
年
春
に
実
施
さ
れ

問る
学
校
で
の
集
団
検
診

は
、
学
校
に
い
け
な
い
児

童
生
徒
は
健
診
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
児
童
生
徒
へ

の
支
援
は
、
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か

大
き
く
２
つ
の

教
育
長

対
応
を
し
て
い
る
。

登
校
が
出
来
る
生
徒

は
、
他
の
児
童
生
徒
が
い

な
い
最
初
や
、
最
後
の
時

間
に
健
診
し
た
り
、
健
診

日
が
複
数
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
自
分
の
学
年

以
外
の
日
程
で
受
診
す
る

な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

登
校
で
き
な
い
場
合

は
、
市
内
の
医
療
機
関
で

実
施
し
、
医
師
会
の
協
力

に
よ
り
集
団
検
診
と
同
様

に
、
保
護
者
の
費
用
負
担

が
発
生
し
な
い
形
で
実
施

し
て
い
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月4日入札分

（ ） （ ）・市道本町三丁目井岡線 深井戸17号井 消雪施設改修工事 陽光町地内
（入札7業者うち1業者辞退）
日本地下水開発(株) 5,460,000円（5,740,000円）

工期～12/27（落札率95.12％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月4日入札分

・市営ちわら住宅１・２号棟給水設備改修工事（西茅原町12番地内 （入）
札7業者）
桜井管工業(株) 30,750,000円（31,410,000円）

工期～11/29（落札率97.90％）
・朝日南部コミュニティセンターエアコン設置工事（上田沢字船渡3番地1
4 （入札6業者））
(株)エスパー 3,000,000円（3,190,000円）

工期～8/15（落札率94.04％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月3日入札分

・市集落排水事業 田川地区管路施設清水9～23号新設工事（下清水地内）
（入札10業者うち1業者辞退、1業者失格）
小野寺建設(株) 116,800,000円（117,880,000円）

工期～7/3/19（落札率99.08％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月2日入札分

・城北町地内径200、100粍配水管更新工事（城北町地内 （入札9業者））
荘和設備工業(株) 61,500,000円（62,800,000円）

工期～7/1/31（落札率97.93％）

油
戸
住
民
会
が
主
催

し
、
県
支
援
の
海
岸
清
掃

活
動

「
美
し
い
や
ま
が

、

た
の
海
」
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
が
６
日
、
油
戸
港

周
辺
の
海
岸
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

県
で
は
『
裸
足
（
は
だ

）

』

し

で
歩
け
る
庄
内
海
岸

を
目
指
し
、
今
年
度
６
回

の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
元
住
民
の
他
、

建
設
業
者
の
有
志

や
、
個
人
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し

た
。海

岸
部
に
漂
着
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

木
片
な
ど
を
約
一
時

間
集
め
ま
し
た
。

収
集
さ
れ
た
も
の

の
多
く
は
木
片
や

萱
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
フ
タ
、
食
料
品
の

包
装
容
器
、
破
損
し

た
漁
具
や
釣
り
具
な

ど
で
、
特
に
細
か
く

砕
け
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
収
集
が
困
難
で

し
た
。

終
了
後
に
、
山
の

整
備
を
行
っ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
と
合
流

し
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放

流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
陸
部
の
生
活
空
間
に

飛
散
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
が
、
河
川
か
ら

海
に
流
れ
漂
う
現
状
は
、

海
洋
生
物
の
み
な
ら
ず
、

食
物
連
鎖
で
人
体
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

菅
井
巌
市
議
と
梅
木
威

地
区
常
任
委
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
を
し
参
加
し

ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

問ン
で
は
、
一
人
で
悩
み
を

抱
え
な
い
よ
う
、
保
護
者

を
支
援
す
る
と
し
て
い

る
。不

登
校
児
童
生
徒
の
保

護
者
が
有
益
な
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
各
教
育
委

専
門
相
談
窓
口
設
置
な
ど
の
要
望

員
会
の
相
談
窓
口
を
整
備

、

、

し

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

、

、

相
談
機
関

保
護
者
の
会

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
関

す
る
分
か
り
や
す
い
情
報

を
提
供
す
る
と
し
て
い

る
。不

登
校
の
子
を
持
つ
保

護
者
か
ら
出
さ
れ
た
声
と

し
て
、
学
校
へ
の
欠
席
報

告
の
メ
ー
ル
に
よ
る
対
応

の
統
一
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
知
識
・
情
報

の
充
実
、
市
の
「
お
あ
し

」

、

す

の
利
用
促
進
や
充
実

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
不

登
校
関
連
情
報
の
充
実
、

不
登
校
専
門
の
相
談
窓
口

の
設
置
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
利
用
に
か
か
る
費
用
の

補
助
を
求
め
る
な
ど
の
要

望
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
要
望
に
ど
の

よ
う
に
応
え
て
い
く
か
。

児
童涉

生
徒
の

教
育
長

欠
席
連
絡
は
、
各
学
校
で

判
断
し
て
い
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
連
絡
を
取
り
入
れ

て
い
る
学
校
が
多
い
。

一
方
で
、
連
絡
者
の
確

認
や
、
欠
席
児
童
生
徒
の

状
況
を
詳
し
く
知
る
こ
と

が
出
来
な
い
等
、
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。

全
校
一
律
の
対
応
は
難

し
い
が
、
意
見
は
共
有
す

る
。ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
、
県
教
委
や
県
の
協

会
が
、
年
に
複
数
回
の
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

相
談
窓
口
に
関
し
て

は
、
一
層
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

不
登
校
関
連
情
報
は
、
充

実
を
図
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
費

用
補
助
は
、
他
の
自
治
体

で
の
事
例
を
確
認
す
る
。

学
び
の
場
や
機
会
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
適
応
指

導
教
室
や
教
育
セ
ン
タ

ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
配

信
等
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

不
登
校
児
の
健
康
診
断
受
診
促
進
は


